
1617

特集 ・学生ボランティア特集 ・学生ボランティア

も
の
で
あ
り
、
高
度
な
知
識

・
技
能
を
生
か
し
た
活
動
も
多

い
。

こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
近
年

の
S
L
の
持
続
的
発
展

を
見
る
と
、
長
年
の
大
学
の
ア
カ
デ
ミ
ズ

ム
偏
重
か
ら
確
実
に
新
た

な
方
向
性
が
生
ま
れ
、
N
C
C
設
立
の
趣
旨
で
あ
る
学
生
を
社
会
で

責
任
あ
る
市
民
に
育
て
る
と
い
う
本
来
の
市
民
教
育
と
、
社
会
に
対

す
る
責
務
を
大
学
に
再
認
識
さ
せ
る
と
い
う
目
的
が
、
徐
々
に
で
は

あ
る
も

の
の
達
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
過
去
約
二
〇
年
間
の
S
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
評

価
に
つ
い
て
は
、
S
L
は
学
生
と
大
学
と
地
域
社
会
に
多
く
の
成
果

を
も
た
ら
し
て
き
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

日
本

の
大
学
に
お
い
て
も
徐
々
に
で
は
あ
る
も
の
の
S
L
を
な
ん

ら
か
の
形
で
取
り
入
れ
よ
う
と
の
機
運
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
大
学
を
中
心
に
高
ま
り

つ
つ
あ
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
広
く
捉
え

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
地
域
社
会
に

貢
献
す

る
と

い
う
民
主
主
義
の
理
念
に
基
づ
く
市
民
教
育
の
特
色
を

兼
ね
備
え
た
、
し
か
も
体
系
化
さ
れ
た
S
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
今
後

我
が
国
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
定
着
す
る
か
は
、
こ
れ
か
ら
を
見
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【注
】
1
）

主

な
組
織

は
、

一
九

八
四
年

に

ハ
ー
バ
ー
ド

大
学

の
卒
業
生

に

よ

っ
て
C

O
O

L
（

学
生

支
援
推

進
連

盟
）
、

そ
し

て

一
九
九

〇
年

代
後
半

に
教
育

行

政
職

員

を

中
心

に
（

、

さ

ら

に
全

米

の
S

L

担

当

の
教

師

が

中

心

と

な

っ
て

が

設
立
さ

れ
た
。

こ

の

は
、
そ

の

後

主

に
教

師
と

地
域

の
担

当
者

が
中

心
と

な

っ
て
E
C

E

に
改

組
さ

れ
た
。

2
）

ハ
ー
バ

ー
ド
大

学

ケ
ネ

デ

ィ
行

政
大

学

院

の
最
近

の
調
査

で
は

、

大
学
生

の
六

〇
％

は
地
域
社
会

で
な

ん
ら
か

の
ボ

ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参

加

し
、
草

の
根

に
お

い
て
、
直

接
、
社
会

問
題

の
解

決
や
民
主

主
義
を
実

践
す

る
か

れ
ら
の
意

気
込
み
が
感
じ
ら

れ
る
と
報
告
さ
れ

て
い
る
。
ま

た
、

バ
ネ

ッ
タ
社
が

二
〇

〇
〇
年

に
実
施
し

た
全

米
調
査

に
よ

る
と

、
大
学
生

の
七

三
％

は
最
近

二
年

間
に
ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア
活

動
を

行

っ
た
と

回
答

し

、

政
治

そ
し

て
、
そ

れ

へ
の
参
加

に
は
あ
ま
り

関
心

が
な

い
も

の
の
、
地
域

社
会

に
関
心
を
も
ち

、
給
料

の
高

い
職
業

よ
り
地
域
社

会

の
改
善

に
役
立

つ
職
業

に
就
き
た

い
（
八

○
％
）

と
す

る
傾
向
が
非
常

に
強
く

、
従
来

の

固
定
観
念

で
あ

る

「大

学
生

は
、
就
職

し
裕

福

に
な

る
こ
と

に
の
み
関
心

が
あ

る
」

と

い

っ
た

ス
テ
レ
オ
イ

メ
ー
ジ

は
払
拭

し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い

と
し

て
い
る

3
）

一
九
九
九
年

で
、
公
立
小
学

校

の
二
五
％

、
公
立
中
学
校

の
三
八
％

、

そ
し

て
公
立
高
校

の
四
六
％

で
S

L
は
実
施

さ
れ
て

い
る
。

4
）

5
）

.

●

な
ど

が
か
な
り
役

立

つ
。

6
）

一
九
九

二
年

か
ら
現
在
ま

で
二
、
二

〇
〇
万

ド
ル
（

お
よ

そ
二
四
億

二
、
○
○

○
万
円
）

以
上
を
集
め

六
〇

〇
万
ド

ル
（
お
よ
そ
六
億

六
、
○
○

○
万
円
）

は
グ

ラ
ン
ト
と

し
て
参
加
大

学

に
財
政
援
助
を

し
て

い
る
。

●
論
文
●

大
学
教
育

に
お
け
る
社
会
参
画
体
験

の
取
込
と
実
践

～

ボ

ラ

ン
テ

ィ

ア

セ

ン

タ

ー

に

よ

る
教

育

支

援

の
試

み

～

鵜

殿

博
喜

（
明
治
学
院
大
学
副
学
長

・
経
済
学
部
教
授
）

は
じ
め
に

明
治
学
院
大
学
は
、
建
学
の
精
神
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
人

格
教
育
を
基
礎
と
し
て
、
広
く
教
養
を
培
い
、
ま
た
深
く
専
門
の
学

芸
を
教
授
し
、
学
生
の
知
的
能
力
な
ら
び
に
そ
の
応
用
能
力
の
涵
養

を
教
育

の
目
的
と
す
る
。
こ
の
建
学
の
理
念
に
沿

い
、
愛
と
奉
仕
の

精
神
を
も
つ
学
生
を
輩
出
す
る
こ
と
は
本
学
関
係
者
の

一
致
し
た
願

い
で
あ

る
。
個
性
あ
る
大
学
教
育
に
た
い
す
る
社
会
的
要
請
が
高
ま

る
中
、
学
術
研
究
と
そ
の
教
授
と
い
う
従
来
型
の
教
育
形
態
を
超
え
、

教
育
に
お
け
る

「社
会
参
画
体
験
」
の
重
要
性
に
対
す
る
深

い
認
識

が
、
学
部
学
科
の
枠
組
み
を
超
え
て
共
有
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
本
取
組

は
、
自
ら
の
体
験
に
基
づ
き
自
主
的
に
思
索
し
行
動
す
る
力
を
学
生

自
身
か
ら
引
き
出
す
た
め
の
、
主
と
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通

じ
た
、
本
学
の
教
育
上
の
工
夫
の
集
成
で
あ
る
。

本
学
は
、

一
九
九
五
年

の
阪
神
大
震
災
時
の
学
生
組
織
に
よ
る
救

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
契
機
と
し
て
、
組
織
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
支
援
を
開
始
し
た
。

一
九
九
七
年
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

室
を
設
置
、
翌
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
改
組
し
、
専
任
ス
タ

ッ
フ
配
置
、
お
よ
び
活
動

の
予
算
化
を
行
い
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

大
学
の
教
育
目
標
の
柱
の

一
つ
で
あ
る
と
同
時
に
社
会
貢
献
活
動
の

一
環
と
位
置
づ
け
、
本
セ
ン
タ
ー
の
運
営
委
員
会
委
員
長
を
学
長
が

務
め
る
な
ど
、
全
学
的
な
組
織
体
制
で
そ
の
活
動
を
支
援

・
推
進
し

て
い
る
。
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社
会
参
加
型
の
教
育
で

は
、
学
生
が
主
体
的
に
そ

の
意
義
を
考
え
、
自
主
的

に
行
動
で
き
る
よ
う
環
境

を
整
え

る
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
。
こ
の
た
め
本
学
で

は
、
社
会
活
動
に
参
加
し

や
す

い
環
境
を
全
学
的
に

整
え
る
工
夫
を
重
ね
て
い

る
。
多

く
の
学
科
で
は
、

す
で
に
直
接
間
接
に
正
規

の
授
業

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
取
り
入
れ
た
科
目
を
用
意
し
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
は
、
独
自
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
紹
介
、
課
外
活
動
の
支

援
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
公
開
講
座
等
を
鋭
意

積
、極
的
に
展
開
し
、
学
科
の
教
育

へ
の
協
力
も
行

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
取
組
に
よ
っ
て
、
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対

す
る
理
解
と
意
欲
は
著
し
く
向
上
し
、
目
標
と
す
る

「学
生
自
ら
が

様
々
な
形
で
社
会
参
画
の
企
画

・
運
営
を
実
践
す
る
こ
と
」
が
達
成

さ
れ
て
い
る
。

一
　
取
組
の
内
容
に
つ
い
て

【目
的

・
特
色
】
本
取
組
は
、
主
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通

じ
た
学
生
の
社
会
参
画
体
験
の
支
援
の
た
め
、
本
学
が
実
施
し
て
い

る
様
々
な
組
織
的
活
動

・
教
育
上
の
工
夫
の
集
大
成
で
あ
る
。
大
学

教
育
に
体
験
学
習
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
第

一
に
、
学
生
の
自
主

性
を
育
て
、
ま
た
責
任
感
、
判
断
能
力
、
社
会

の
改
良
あ
る
い
は
変

革
に
対
す
る
意
欲
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
、
健
全
な
市
民
社
会
の

構
成
員
に
求
め
ら
れ
る
資
質

・
能
力
を
持

つ
人
材
を
送
り
出
す
上
で

極
め
て
有
効
で
あ
る
。

第
二
に
、
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
直
接
的
に
地
域
社
会
に

貢
献
す
る
の
み
な
ら
ず
、
学
生
と
社
会
の
接
触
を
通
じ
て
大
学
の
知

的
資
源
が
地
域
社
会
に
還
元
さ
れ
る
と
い
う
副
次
的
な
効
果
も
見
逃

す
こ
と
が
で
き
な

い
。
近
年
、
社
会
構
造
の
急
激
な
変
動
と
学
生
層

の
大
衆
化
が
進
む
中
で
、
学
術
研
究
と
そ
の
教
授
に
重
点
を
置
い
た

伝
統
的
な
教
育
の
み
な
ら
ず
、
学
生
の
自
主
的
な
問
題
解
決
能
力
を

涵
養
し
、
地
域
社
会
と
の
連
携
を
重
視
す
る
新

し
い
大
学
教
育

の
方

向
を
模
索
す
る
こ
と
が
、
取
組
の
目
的
で
あ
る
。

こ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
核
と
な
る
組
織
と
し
て
、
他
大
学

に
比
し
て
早
く
か
ら
設
置
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
と
い
う
）
を
活
用
し
、
多
面
的
な
支
援
を
行

っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
組
織
的
支
援
は
本
取
組
の
大
き
な
特
色
で
あ
り
、

地
域
お
よ
び
企
業
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
大
学
が
企
業
と
連
携

し
て
行
う
全
国
で
も
初
め
て
の
試
み
と
な

っ
た
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
へ
の
フ
ァ
ン
ド
提
供
事
業
の
共
催
と
い
う
企
画
は
、
本
学
の
教
育

万
針
が
社
会
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
の

一
例
で
あ
り
、
従

来
の
枠
組
み
を
超
え
た
パ
イ
オ
ニ
ア
的
な
教
育
実
績
で
あ
ろ
う
。

【実
施
状
況
】
本
取
組

の
活
動
方
針
の
第

一
は
、
学
生
の
自
主
性
を

重
ん
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
正
規
授
業
お
よ
び
課
外
活
動

の
両
面
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
、
ま
た
実
際

の
参
加
機
会
を
拡
げ
る
工
夫
を
重
ね
て
い
る
。
第
二
は
、
学
内
と
学

外
の
多
様
な
組
織
と
の
連
携
を
重
視
す
る
こ
と
で
あ
り
、
市
民

.
地

域

・
企
業
と
の
連
携
を
求
め
て
多
彩
な
活
動
を
続
け
て
い
る
。
紙
幅

の
制
限
か
ら
取
組
の
全
容
は
説
明
し
尽
く
せ
な

い
が
、
以
下
に
そ
の

一
部
を
紹
介
す
る
。

正
規
授
業
に
つ
い
て
は
、
い
く

つ
か
の
学
科
で
社
会
参
加
を
柱
と

す
る
専
門
科
目
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
理
念
に
則

っ
て
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
社
会
学
部
社
会
福
祉
学
科
や
国
際

学
部
に
は
、
設
立
当
初
か
ら
実
習
科
目
が
置
か
れ
て
お
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
直
接
、
間
接
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
法
学
部
政

治
学
科
で
は

一
九
九
〇
年
の
新
設
以
来
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
取

り
入
れ
た

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
が
開
講
さ
れ
て
お
り
、
近
年
そ

の
内
容
が
多
岐
に
わ
た

っ
て
充
実
し
て
い
る
。
社
会
学
部
社
会
学
科

で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
（
実
習
）
と
研
究
を
総
合
さ
せ
た
科
目

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
論
」
が
二
〇
〇
〇
年
に
開
講
さ
れ
、
経
済
学

部
経
済
学
科
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
体
験
を
単
位
と
し
て
認
定

す
る
初
め
て
の
科
目

「社
会
参
加
実
習
」
が
二
〇
〇
二
年
に
開
講
さ

れ
た
。
全
学
共
通
科
目
と
し
て
も
、
「総
合
科

目
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
市
民
社
会
）
」
が

一
九
九
七
年
に
開
講
さ
れ
た
。

学
生
の
課
外
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
セ
ン
タ
ー
は
、
独
自
に
以

下
の
業
務
を
行

っ
て
い
る
。

①
「ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
紹
介
」
：セ
ン
タ
ー
の
主
力
業
務
で
あ
り
、

常
時
二
、
五
〇
〇
件
ほ
ど
の
要
請
が
多
方
面
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
紹
介
は
教
育
効
果

・
安
全
性
な
ど
を
十
分
に
吟
味
し
て
行

い
、

紹
介
先
の
活
動
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、
地
域
の
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
と
情
報
交
換
な
ど
も
行
う
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保

険
を
か
け
る
よ
う
指
導
す
る
な
ど
、
安
全
面
の
配
慮
も
行

っ
て
い

る
。

②
「学
生
団
体
等
の
支
援
」
：ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
系
サ
ー
ク
ル
を
対
象
に
、

メ
ン
バ
ー
募
集
や
学
外
活
動
施
設
の
紹
介
等
を
実
施
し
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
啓
蒙
活
動
の

一
環
と
し
て
、
学
生

サ
ー
ク
ル
や
地
域
施
設
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
関
す
る
合

明治学院大学　白金キャンパス礼拝堂
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同
説
明
会
も
開
催
し
て
い
る
。

③

「学
生
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
」
：
毎
年
度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進

委
員
会
に
学
生
代
表
が
構
成
員
と
し
て
加
わ
り
、
教
員
及
び
地
域

代
表
委
員
と
と
も
に
運
営
に
携
わ

っ
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
の
年
間

活
動

の
企
画
、

ニ
ュ
ー
ズ

・
レ
タ
ー
発
行
な
ど
の
広
報
活
動
、
地

域
学
校
で
の
講
師
等
を
担

っ
て
い
る
。

④

「ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
公
開
講
座
（
「
ノ
ー
ト
テ
イ
ク

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
」
）の
開
催
」
：
聴
覚
障
害
学
生
が
講
義
を
受
け
る
際
の

情
報
保
障
と
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
狙
い
と
す
る
要
約
筆
記
の
知
識
や

技
術
を
取
得
す
る
た
め
の
講
座
企
画
で
あ
る
。
学
生
に
は
、
障
害
、

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
情
報
保
障
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る

機
会
と
な
り
、
ま
た
、
学
習
権

の
保
障
や
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
実
現
に
つ
い
て
、
大
学
が
い
か
な
る
取
組
を
な
す
べ
き
か
、

体
験
を
通
し
て
考
察
で
き
る
。
講
座
は

一
般
に
も
公
開
、
学
生
と

地
域
参
加
者
と
の
交
流
と
情
報
交
換
の
場
に
も
な

っ
て
い
る
。

⑤

「
そ
の
他
」
：
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、
講
習
会
や
講
演
会
の
開
催
、

地
域
と

の
交
流
イ
ベ
ン
ト
や
国
際
交
流
等
の
企
画
運
営
を
行
い
、
二

〇
〇
三
年
度
は
本
学
に
お
い
て
全
国
規
模
の
関
連
学
会
も
学
生
の
支

援
を
得

て
開
催
さ
れ
た
。

学
内
と
学
外
の
多
様
な
組
織
と
の
連
携
に
つ
い
て
も
、
様

々
な
試

み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
毎
年
開
催
さ
れ
る
大
学
祭
「

戸
塚
ま
つ
り
」

は
、
地
域
社
会
と
連
携
し

た
企
画
が
学
生
に
よ
り
行

わ
れ
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
国
際
年
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、市
民
活
動
講
座
、

本
学
と
地
元
小
学
校
の
防

災
グ
ッ
ズ
展
示
、
車

い
す

体
験
、
手
話

・
点
字

・
擬

似
老
人
体
験
と
い
っ
た
多

彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内

で
ご
く
自
然
に
学
生
た
ち

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
り
、
障
害
を
も

つ
人
た
ち
と
触
れ
合

う
交
流
活
動
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
知
的
障
害
者
の
た
め
の
近

隣
地
域
作
業
所

「D
E
M
」
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
受
け
入
れ
、
障
害
者

に
よ
る
パ
ン
の
販
売
を
学
生
が
補
助
し
た
り
、
重
度
知
的
障
害
者
地

域
作
業
所

「港
南
ズ
ー
ト
」

の
自
閉
症
の
人
た
ち
が
大
学
と
契
約
を

結
び
、
就
労
実
習
を
行

っ
て
い
る
。
更
に
、
障
害
者
の
就
労
を
支
援

す
る
専
門
家

「ジ

ョ
ブ
コ
ー
チ
」
補
助
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

二
　
組
織
的
対
応
に
つ
い
て

明
治

学
院
大
学
の
設
置
目
的
は
、
「基
督
教
に
よ
る
人
格
教
育
を

基
礎
と
し
て
広
く
教
養
を
培
う
と
と
も
に
深
く
専
門
の
学
芸
を
教
授

研
究
し
知
的
及
び
応
用
能
力
を
発
揮
さ
せ
る
事
を
目
的
と
し
、
学
問

の
自
由
を
愛
し
、
人
格
の
尊
厳
を
重
ん
じ
自
主
的
精
神
を
養
い
、
以

っ
て
世
界
文
化
の
創
造
と
人
類
福
祉
の
増
進
に
寄
与
せ
ん
と
す
る
も

の
」
で
あ
る
。

一
九
九
七
年
の
創
立

一
二
〇
周
年
記
念
事
業
の

一
環

と
し
て
採
択
さ
れ
た
「
一
二

○
年
宣
言
」
で
も
、
基
本
理
念
を
①
キ

リ
ス
ト
教
精
神
、
②
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
伝
統
、
③
国
際
主
義

・
グ
ロ

ー
バ
リ
ズ
ム
の
実
践
と
宣
言
し
て
い
る
。

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
社
会
貢
献
は
、
本
学
の
建
学
の
精
神

か
ら
見
て
活
発
に
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
本
学
院
の
創
始
者
の

一
人

で
あ
る

ヘ
ボ
ン
博
士
は
、
明
治
期
に
入
る
前
か
ら
横
浜
の
地
で
、
医

師
と
し
て
施
療
院
を
開
設
し
人
々
の
医
療
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
本

学
院
の
卒
業
生
で
あ
る
賀
川
豊
彦
は
、
関
東
大
震
災
時
に
神
戸
か
ら

駆
け
つ
け
、
被
災
者
救
援
を
行
う
な
ど
、
わ
が
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

運
動
の
草
分
け
的
な
存
在
で
あ
る
。
記
録
に
残
る
本
学
学
生
に
よ
る

自
主
的
活
動
と
し
て
は
、

一
九
二
九
年
に
開
始
さ
れ
た
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
活
動
が
そ
の
嚆
矢
で
あ
る
。
最
近
で
は
、
東
南
ア
ジ
ア
、
特
に
べ

ト
ナ
ム
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
教
育
環
境
の
改
善
と
文
化
交
流
を
目
的
と

し
た
N
G
O
組
織

「ジ

ュ
ン
コ
ア
ソ
シ
エ
ー
シ

ョ
ン
」
が

一
九
九
五

年
に
設
立
さ
れ
、
現
地
で
の
小
学
校
建
設
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

ま
た
、
阪
神
淡
路
大
震
災
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
、
学
生
に
よ

る
自
発
的
な
運
動
の
盛
り
上
が
り
が
起
こ

っ
た
。

本
学
で
は
、
こ
の
運
動
に
学
部
を
超
え
て
継
続
的
に
参
加
し
た
学

生
た
ち

の
要
望
に
応
え
、
「総
合
科
目
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
市
民
社

会
）
」
と
い
う
科
目
を
開
講
し
た
。
ま
た
、
学

生
た
ち
か
ら
活
動
拠

点
と
し
て
の
組
織
の
設
置
が
要
望
さ
れ
、
こ
れ
を
承
け
て

「明
治
学

院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
室
」
が
上
述
の

一
二
〇
周
年
記
念
事
業

の

一
環
と
し
て

一
九
九
八
年
五
月
学
校
法
人
内

に
設
置
さ
れ
、
事
務

室
の
確
保
、
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
、
活
動
の
予
算
化
が
図
ら
れ
た
。
同

室
は

一
九
九
九
年
一
一

月

「明
治
学
院
大
学
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
」
と
改
組
さ
れ
、
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

現
在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
と
い
う
）

は
白
金

・
横
浜
両
キ
ャ
ン
パ
ス
に
そ
れ
ぞ
れ
事
務
室
を
置
き
、
専
任

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
各

一
人
所
属
し
運
営
を
担

っ
て
い
る

図
）
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
生
の
自
主
性
を
高

め
る
た
め
、
学
生
ス

タ
ッ
フ
が
毎
年
度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
委
員
会
に
構
成
員
と

し
て
加
わ
り
、
教
員
お
よ
び
地
域
代
表
委
員
と
と
も
に
運
営
に
携
わ

っ
て
い
る
。
学
生
ス
タ
ッ
フ
は
セ
ン
タ
ー
の
年
間
活
動

の
企
画
、
ニ 戸塚まつり
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ユ
ー
ズ

・
レ
タ
ー
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
、
地
域
学
校
で
の
講

師
担
当
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
支
援
等
を
担

っ
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
は

「明
治
学
院
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
規
程
」

に
則
り
、
運
営
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
セ
ン
タ
ー
業
務
の
重
要
事

項
を
議
す
る
た
め
、
運
営
委
員
会
の
設
置
が
謳
わ
れ
て
お
り
、
学
長

が
委
員
長
と
な
る
他
、
副
学
長
、
各
学
部
選
出
教
員
、
各
部
局
長
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
委
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
識
見
を
有

す
る
専
任
教
職
員
、
学
生
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
の

学
外
の
有
識
者

・
実
務
家
か
ら
委
嘱
）
等
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
全
学
的
な
組
織
体
制
で
そ
の
活
動
を
支
援

・
推
進
し
て

い
る
。
主
な
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
は
、
専
任
教
員
の
中
か
ら
運
営
委
員
会
の

推
薦
に
よ
り
学
長
が
任
命
す
る
セ
ン
タ
ー
長
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
経
験
と
識
見
を
有
す
る
者
の
中
か
ら
委
員
会

の
議
を
経
て
採
用
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
お
よ
び
事
務
職
員
が
置
か

れ
て
い
る
。
更
に
、
特
筆
す
べ
き
は
学
生
ス
タ

ッ
フ
の
存
在
で
あ
り
、

セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
遂
行
に
あ
た

っ
て
、
学
生

の
参
加
と
協
力
を
求

め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

三
　
取
組
の
実
績
に
つ
い
て

正
規
の
授
業
を
は
じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
セ

ン
タ
ー
と
い
う
）

に
よ
る
多
方
面
に
わ
た
る
充
実
し
た
教
育
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
効
果
に
よ
り
、
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対

す
る
理
解
と
意
欲
が
著
し
く
向
上
し
て
い
る
。

具
体
的
事
例
と
し
て
二
〇
〇
二
年
に
経
済
学
部
が
開
講
し
た

「社

会
参
加
実
習
」
を
取
り
上
げ
る
。
本
科
目
で
は
、
半
期
で
四
〇
時
間

以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
が
必
須
で
あ
る
。
抽
象
的
な
側
面
に
偏

り
が
ち
な
経
済
学
教
育
に
、
体
験
を
通
じ
て
問
題
を
自
ら
設
定
し
解

決
す
る
能
力
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
初
年
度
こ

の
体
験
を
終
え
た
学
生
は
、
全
員
が

「受
講
し
て
よ
か
っ
た
」
と
い

う
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
て
い
る
。
感
想
に
は
、
「今
ま
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
興
味
が
あ

っ
た
が
、
参
加
す
る
き

っ
か
け
が
な
か
っ
た
。
授

業
を
き

っ
か
け
に
参
加
で
き
て
よ
か

っ
た
」
と

い
う
も

の
が
多

い
。

そ
の
他
、
対
象
者
と
の
接
触
を
通
じ
て

「相
手
の
立
場
に
立

っ
て
考

え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知

っ
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験
し
た
自
分

と
し
て
は
、
み
ん
な
に
も
同
じ
体
験
を
し
て
も
ら
っ
て
視
野
を
広
げ

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
て
い
る
。
科
目

設
置
の
目
的
が
半
ば
達
成
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
の
体
験
を
通

し
て
発
見
さ
れ
た
問
題
を
、
経
済
学
的
視
点
か
ら
分
析
す
る
よ
う
に

指
導
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

学
生
自
ら
が
様
々
な
形
で
社
会
参
画
を
企
画

・
運
営
し
て
い
る
こ

と
は
極

め
て
重
要
で
あ
る
。
代
表
的
な
例
が
、
二
〇
〇
二
年
度
に
始

ま
り
、
例
年
約
四
〇
〇
名
が
参
加
し
て
大
き
な
成
功
を
収
め
て
い
る

「地
域

学
生
わ
く
わ
く
交
流
祭
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
体
育
会
の
学
生

が
自
発
的
に
地
域
と
セ
ン
タ
ー
に
呼
び
か
け
、
文
化
団
体
の
学
生
や

地
域

の
隣
接
自
治
会
か
ら
も
参
加
者
が
加
わ

っ
て
開
催
し
た
も

の

で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
と
学
生
の
交
流
に
と
ど
ま
ら
ず
、
災

害
救
助
の
模
擬
訓
練
も
同
時
に
行

っ
て
、
地
域
住
民
に
好
意
的
に
受

け
入
れ
ら
れ
た
催
し
で
あ
る
。

ま
た
、
港
区
教
育
委
員
会
が
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
募
集
を
開
始
し

た
小

・
中
学
校
対
象
の

「
ス
ク
ー
ル

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
も
本
学

学
生
が
積
極
的
に
参
画
し
て
お
り
、
約

一
〇
名
が
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
領
域
で
、
学
生
の
主
体
的
な
社
会
参
画
活
動

が
進
展
し
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
ら
も
本
取
組
の
成
果
で
あ
る
。

更
に
、
特
筆
す
べ
き
は
本
学
と
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
様
々
な
取

組
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
学

の
取
組
が
社
会
的
に
広
く
深
く
評
価
さ

れ
た
証
左
で
あ
り
、
社
会
的
に
も
初
め
て
試
み
ら
れ
る
企
画
も
含
ま

れ
、
意
義
深
い
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
本
学
独
自

の
特
色
あ
る
企
画

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①

「
ソ
ニ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ァ
ン
ド
」
：
ソ

ニ
ー

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
株
）
と
セ
ン
タ
ー
が
協
働
で
、
二
〇
〇

一
年
度
よ
り
、
全
国
の
学
生
を
対
象
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
企

画
を
募
り
、
そ
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
企
画
に

つ
い
て
総
額
五
〇
〇

万
円
に
上
る
助
成
金
を
配
分

・
提
供
す
る
企
画
。
活
動
の
報
告
会

が
毎
年
開
催
さ
れ
、
全
国
の
学
生
が
交
流
す

る
機
会
を
提
供
し
て

い
る
。
そ
こ
に
参
加
し
た
全
国
の
学
生
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

を
見
直
す
き

っ
か
け
を
与
え
、
連
携
の
可
能
性
を
実
感
さ
せ
る
機

図　ボランティア ・センター運営委員会構成図
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会
と
も
な

っ
て
い
る
。
大
学
が
企

業
と
連
携
し
て
行
う
全
国
で
も
初

め
て

の
試
み
と
な

っ
た
本
企
画

は
、
本
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
対
す
る
取
組
姿
勢
が
社
会
か
ら

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
一

例
で
あ
り
、
従
来
の
枠
組
み
を
超

え
た
パ
イ
オ
ニ
ア
的
な
教
育
実
績

と
な

っ
て
い
る
。

②

「シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ

・
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

・
カ
レ
ッ
ジ
」
：
松
下

電
器
産
業
（
株
）
の
社
会
貢
献
部
、
有
志
の
本
学
学
生

・
教
職
員
、

他
大
学
や
N
P
O
か
ら
の
参
加
者
に
よ
る
実
行
委
員
会
形
式
で
、

二
〇
〇
二
年
度
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関

す
る
セ
ミ
ナ
ー

。
学
生
が
社
会
人
と
の
交
流
の
機
会
を
通
し
て
、

人
間
的
成
長
を
も
た
ら
す
と
い
う
機
会
に
な

っ
て
い
る
。

③

「
J
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ

・
障
害
者
向
け
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
プ

ロ
グ
ラ

ム
」
：
J
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
（
株
）
が
セ
ン
タ
ー
に
協
力
を
依
頼
し
、

二
〇
〇
三
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
社
会
貢
献
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
地
域

の
サ

ッ
カ
ー

・
ク
ラ
ブ

「横
浜
F
C
」

の
試
合
観
戦
に

「
不
登

校

・
ひ
き
こ
も
り
」
の
子
ど
も
た
ち
を
招
待
し
、
そ
の
克
服
の
手

助
け
を
試
み
る
企
画
で
あ
り
、
そ
の
立
案
か
ら
本
学
学
生
有
志
が

加

わ

り

、

ア

フ
タ

ー

・
フ

ォ

ロ

ー

の
役

割

ま

で

担

っ
て

い

る

。

招

待

し

た

子
ど

も

た

ち

や
施

設

、

保

護

者

、

ま

た

サ

ッ
カ

ー

・
チ

ー

ム
か

ら

の
感

謝

状

等

も

届

き

、

新

た

な

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア
活

動

の

可

能

性

を

と

ら

え

る

こ
と

が

で

き

た
。

以
上
の
よ
う
な
企
画

へ
の
取
組
は
、
そ
れ
が
更
に
予
想
も
し
な
か

っ
た
連
携
を
生
み
出
す
と
い
う
結
果
も
も
た
ら
し
、
参
加
す
る
学
生

た
ち
に
大
き
な
喜
び
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

加
え
て
、
二
〇
〇
二
年
、
セ
ン
タ
ー
の

「学
生
ス
タ
ッ
フ
」
第

一

期
卒
業
生
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て

「明
治
学
院

O
B

・
O
G
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
発
足
し
た
。
様

々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
し
て
培

っ
た
社
会
貢
献
の
精
神
を
各
々
が
更
に
高
め
て
い
く

こ
と
、
卒
業
後
も
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
求
め
つ
つ
、
市
民
社
会
の
中

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
し

て
い
く
こ
と
を
目
指

し
、
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
大
学
に
対
し
て
、
生
涯
学
習
の
拠
点

と
し
て
の
役
割
も
大

い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
社
会
的
趨
勢
の
中
で
、

こ
の
よ
う
な
目
的
を
も

っ
た
組
織
の
起
ち
上
げ
は
、
本
取
組
の
大
き

な
成
果
と
言
え
よ
う
。

●
論
文
●

「
お
接
待
」

の
心
を

キ

ャ
ン
パ

ス
に

～

愛

媛

大

学

ス

チ

ュ
ー

デ

ン
ト

・
キ

ャ

ン

パ

ス

.

ボ

ラ

ン
テ

ィ

ア

の
取

組

～

佐

藤

浩

章

（
愛
媛
大
学
大
学
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
講
師
）

愛
媛
大
学
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト

・
キ
ャ
ン
パ
ス

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
草

の
根
的
に
行
わ
れ
て
き
た
学
生
同
士
の
支
援
活
動
の
さ
ら
な

る
発
展
を
大
学
と
し
て
支
援
す
る
教
育
取
組
で
あ
る
。
学
習
支
援
、

生
活
支
援
、
障
害
学
生
支
援
、
留
学
生
支
援
、
高
校
生

・
新
入
生
支

援
活
動
を
通
し
て
、
学
生
相
互
の

「教
え
あ
い
、
学
び
あ
い
、
助
け

あ
う
」
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

愛
媛

に
は
、
八
十
八
箇
所
霊
場
を
巡
る
お
遍
路
さ
ん
に
対
し
て
地

元
の
人

々
が
無
理
を
し
な
い
範
囲
で
、
食
べ
物
や
心
づ
け
を
施
す
極

め
て
日
常
的
な
「
お
接
待
」
と
呼
ば
れ
る
文
化
が
あ
る
。
本
取
組
は

そ
れ
に
学
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
現
在
六
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
、
キ
ャ
ン

パ
ス
内

で
支
援
活
動
を
日
常
的
に
行

っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の

取
組
を
紹
介
す
る
。

一
　
本
取
組
の
内
容

一
）
取
組
の
背
景

高
等
教
育

の
大
衆
化
に
伴
い
、
学
び
に
受
動
的
な
学
生
が
増
加
し

て
い
る
。

一
方
、
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
や
地
域

・
家
庭
教
育
の
衰
退
に

よ
り
、
他
者
に
無
関
心
な
学
生
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
得
手

な
学
生
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
社
会
問
題
が
、
本
学
に
お
い

て
は
休
学
者

・
退
学
者
の
増
加
、
こ
こ
ろ
の
相
談
件
数
の
上
昇
と
い

う
問
題
と
な

っ
て
現
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
全
国
の
大
学
に

共
通
す
る
問
題
で
も
あ
る
。

こ
の
問
題
の
解
決
は
容
易
で
は
な
い
。
本
学

で
は
学
生
生
活
支
援

の
具
体
的
方
策
を
ま
と
め
た

『学
生
担
当
教
員

の
手
引
』

の
作
成

社会参加実習の授業風景

ソニーマーケティング学生ボラ

ンティアファンド報告会


